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WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

先日開催された「エコ・イノベーション・フォーラム
2019」で WHA 工業団地 4 か所がエコチャンピオン部
門で「エコ・インダストリアル・タウン・アワード」を受
賞しました。同フォーラムはタイ工業団地公社、工場局、
タイ工業連盟および持続可能性のための水・環境研究所
（Wa t e r  a n d  E n v i r o n m e n t  I n s t i t u t e  f o r  
Sustainability）が共同で開催したものです。受賞した
のは WHA イースタン・シーボード工業団地 1（WHA 
ESIE 1）、WHA チョンブリ工業団地 1（WHA CIE 1）、
WHA イースタン工業団地（マプタプット）（WHA EIE）
およびイースタン・シーボード工業団地（ESIE）で、こ
れらの工業団地はスマートで持続可能なインダストリアル・タウンのコンセプトに即して持続可能性を促進する意識の
高い事業運営における卓越した取り組みが認められました。

OSSと内務次官事務所の代表団がWHAグループを訪問OSSと内務次官事務所の代表団がWHAグループを訪問

ワン・スタート・ワン・ストップ・インベストメント・センター（OSS）
と内務次官事務所の代表団が先日WHAイースタン・シーボード
工業団地1（WHA ESIE 1）とイースタン・シーボード工業団地（ラ
ヨーン）（ESIE）を訪れ、WHAコーポレーションのシヤパス・チャン
タチャイロート法人マーケティング部長（中列右から6人目）をは
じめとするWHAグループ幹部による歓迎を受けました。一行は外
国人投資家向けの投資関連情報と効率的なサービスを的確に提
供するために、WHAの国際的な基準に基づいた運営とサービス
を視察しました。併せてEECにあるタイの自動車産業クラスター
の見学も行いました。

CIMBのビジネスリサーチ担当者がWHAイースタン・シーボード工業団地1と
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）（ESIE）を訪問
CIMBのビジネスリサーチ担当者がWHAイースタン・シーボード工業団地1と
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）（ESIE）を訪問

CIMBタイのビジネスリサーチ担当者一行が先日ラヨーンを訪れ、WHAイ
ースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE1）とイースタン・シーボード
工業団地（ラヨーン）（ESIE）を見学しました。一行はWHAコーポレーショ
ンのシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング部長（左から3人
目）による歓迎を受けました。同部長は訪問者が現在取り組んでいる東部
経済回廊（EEC）の工業団地に関するリサーチに即して、すべての入居企業
に提供されている世界水準の施設と技術的に進んだインフラストラクチャ
ーに関する情報提供を行いました。

WHAグループとBOIが第165回マーケットプレイス・プログラムを共催
国内サプライヤーの育成が目的
WHAグループとBOIが第165回マーケットプレイス・プログラムを共催
国内サプライヤーの育成が目的

WHAグループとタイ国投資委員会（BOI）は先日タイ下請事
業者振興協会（Tha i Subcontractors Promot ion 
Association）と協力し、チョンブリ県のパッタナ・ゴルフクラ
ブ＆リゾートにおいて「Vendors Meet Customers to 
WHA Industrial Estates」（WHA工業団地入居企業とベ
ンダーの交流会）の今年度版を開催しました。この催しは製
造業者と国内サプライヤーが互いに交流してビジネスチャン
スを見つける機会を提供することを目的としたもので、BOIの
プンロップ・プンシリ産業連携推進部長（左から7人目）が推
進役を務めました。この特別なイベントには200名以上が参加し、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロ
ート法人マーケティング部長（左から6人目）が開会の挨拶を行いました。その後、ジェントス、ボッシュ、サイアム・コンプレッサー・
インダストリー、リナックなど製造分野の大手企業における最新のトレンドの紹介が行われました。

ジェトロバンコクの代表団がWHA工業団地を訪問ジェトロバンコクの代表団がWHA工業団地を訪問

日本貿易振興機構（ジェトロ）の代表団が先日WHAイース
タン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）とイースタン・
シーボード工業団地（ラヨーン）を訪れました。ジェトロ・バ
ンコク事務所の竹谷厚所長（前列中央）に率いられた同代
表団はEECの工業団地の開発状況について調査すると共
に入居する企業の視察を目的として来訪しました。一行は
WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のラッ
ダ・ロジャナウィライウッド副社長（前列右から3人目）によ
る歓迎を受け、投資家に提供されている最先端の施設とイ
ンフラサービスの総合的な見学を行いました。

カセサート大学の学生がタイの自動車産業クラスター、
WHAイースタン・シーボード工業団地を訪問
カセサート大学の学生がタイの自動車産業クラスター、
WHAイースタン・シーボード工業団地を訪問

カセサート大学（シラチャ・キャンパス）経営科学学部で
管理会計を専攻している学生一行が先日WHAグループ
を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・
チャンタチャイロート法人マーケティング部長による温か
い歓迎を受けました。一行は東部経済回廊における実世
界の工業団地開発に関する知識を深めるためにラヨーン
県にあるWHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA 
ESIE 1）とイースタン・シーボード工業団地（ESIE）を訪
れ、世界水準の施設の詳細な見学を行いました。
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WHA工業団地4か所が
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを受賞

WHA インダストリアル・ディベロップメント社は先日タイ
工業団地公社（IEAT）の協力のもとに地域社会のために
より多くの緑地を設けることを目的としてラヨーン県ワッ
ト・シ・プム・ポーで植林活動を実施しました。この活動
は ESIE（ラヨーン）のスワット・キッソポン上級現場管
理者（左から 4 人目）とキッティワット・トリーチャルー
ンソムブーン IEAT 東部臨海地域（ラヨーン）事務所長（右
から 3 人目）が指揮し、持続可能な緑地の維持と環境保
護の認識向上を目指して WHA のお客様、地方自治体の
職員、地域住民が一致協力して行ったものです。

WHAインダストリアル・ディベロップメント社が植林活動を実施
環境に優しい地域社会の構築を目指して
WHAインダストリアル・ディベロップメント社が植林活動を実施
環境に優しい地域社会の構築を目指して
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　スーパーエンプラ製品を製造するクラレ GC アドバンスト・マテリアルズ社とクラライ・アドバンスト・ケミ
カルズ（タイランド）社は先日 WHA イースタン工業団地（マプタプット）で新工場の起工式を開催しました。
タイの東部経済回廊（EEC）という理想的な立地に恵まれた新工場は同社の生産能力を最適化し、自動車、エレ
クトロニクスおよび電化製品業界で継続的に拡大している需要を満たします。

タ
イ
Ｗ
Ｈ
Ａ
社
と
次
世
代
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
へ

　WHA 工業団地ラヨーン（WHA RIL）は先日「デジタル・タイランド・ビッグバン 2019」での表彰式
で「New City」部門の「スマート工業団地証明書」を受領しました。表彰式では WHA コーポレーション
株式会社のジャリーポーン・ジャルコーンサクン会長兼グループ CEO が同社を代表して証明書の授与を
受けました。これはスマート工業団地（スマート IE）の開発に尽力したことがデジタル経済振興庁のスマー
トシティ・タイランド室によって認められたものです。この認証制度はタイ政府の「タイランド 4.0」政策
に即し、技術とイノベーションを利用して持続可能な都市管理を支援することを目的としています。
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WHA グループは先日、毎年恒例のアートキャンプ・トリッ
プを開催しました。この活動は WHA コーポレーション株
式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティン
グ部長の主導によるもので、EEC にある WHA 工業団地
周辺の9カ所の学校から40名以上の生徒が参加しました。
インスパイア・サイト社の美術講師の協力により、生徒た
ちの芸術的才能を引き出す実践的なスケッチのレッスンな
どが盛り込まれた内容豊富なプログラムが実施されまし
た。このトリップは 3 日間の日程で開催され、地方の文化
と環境を保護する上での役割について生徒たちの意識を高めることを目的とし、ワット・カオ・タベーックとノン・コー貯水
池の訪問およびWHAチョンブリ工業団地 2（WHA CIE 2）の曝気ラグーンの見学も行われました。

WHAグループが第7回アートキャンプ・トリップを開催 
美術を通じて環境意識を啓発
WHAグループが第7回アートキャンプ・トリップを開催 
美術を通じて環境意識を啓発
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る
W
H
A
デ
ジ
タ

ル
は
障
害
回
復
サ
イ
ト
（
D
R
サ
イ
ト
）
や
デ
ー
タ
ス
ト
レ
ー
ジ
な
ど

の
新
た
な
「Infrastructure as a S

ervice

」（
I
a
a
S
）
機
能

を
提
供
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
性
を
顧
客
に
も
た
ら
し
ま
す
。 

　

バ
ン
コ
ク
、
2
0
1
9
年
9
月
23
日 

ー 

タ
イ
に
お
け
る
完
全
に
統
合

さ
れ
た
物
流
、
工
業
団
地
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
と
電
力
お
よ
び

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
企
業
で
あ
る
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
子
会
社
、
W
H
A
イ
ン
フ
ォ
ナ
イ
ト
株
式
会
社
を
通
じ
、

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
I
T
お
よ
び
デ
ー
タ
関
連

の
顧
客
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応
え
る
た
め
に
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
強

化
し
ま
し
た
。
同
社
は
新
た
な
I
a
a
S
機
能
の
一
部
と
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
お
よ
び
障
害
回
復
サ
イ
ト
（
D
R
サ
イ
ト
）
と
デ
ー
タ
ス
ト
レ
ー

ジ
の
活
用
を
顧
客
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
か
ら
専
門
の
事
業
部
門
と
な
っ
た
W
H
A
ク
ラ
ウ
ド
・

サ
ー
ビ
シ
ズ
で
は
柔
軟
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
双
方
の
マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド
お
よ
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
様
々
な
業
界
で
20

社
を
超
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
顧
客
が
同
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
シ
ズ
は
タ
イ
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
4
か

所
設
け
て
お
り
、
年
中
無
休
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
で

き
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
フ
ォ
ナ
イ
ト
社
の
ク
ラ
イ
ト
・
オ
ン
チ
ャ
イ
サ
ッ
ク
最

高
経
営
責
任
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
当
社
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
主
要
目
的
の
1
つ
は
顧
客
の
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
性
を

確
保
す
る
こ
と
で
す
。
統
計
に
よ
る
と
、
自
然
災
害
、
人
為
的
な
ミ
ス
、

停
電
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
故
障
な
ど
原
因
の
如
何
を
問
わ
ず
10
日
間
に

わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を

喪
失
し
た
企
業
の

93
％
は
1
年
以
内
に

破
産
し
て
い
ま
す
。
障
害
に
見
舞
わ
れ
た
企
業
の
43
％
は
事
業
を
再
開

で
き
ず
、29
％
は
2
年
以
内
に
廃
業
し
て
い
ま
す
。
当
社
の
『
ク
ラ
ウ
ド
・

サ
ー
ビ
シ
ズ
』
部
門
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
先
を
見

越
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
す
る
た
め
、
お
客
様
は
事
業
運
営
を
継
続

で
き
ま
す
。」

　

W
H
A
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
シ
ズ
事
業
部
門
は
F
T
T
x
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
よ
る
高
速
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
高
く
、
レ
イ
テ
ン

シ
ー
の
低
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
W
H
A
工
業
団
地
の
入
居
企
業

と
外
部
の
企
業
双
方
を
顧
客
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
当
社
の
サ
ー
ビ
ス

を
現
在
利
用
し
て
い
る
企
業
、
ま
た
は
関
心
を
持
つ
企
業
は
小
売
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア
、
金
融
分
野
の
企
業
で
す
。
国
際
的
な
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
比
較
し
て
W
H
A
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
シ
ズ
が
持
つ
利
点
は
デ
ー

タ
転
送
が
高
速
で
あ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
タ
イ
国
内
に
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
を
置
い
て
い
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
W
H
A
は
F
T
T
x
、
機
器
レ
ン
タ
ル
、
I
T
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
、
ビ
デ
オ
管
理
サ
ー
ビ
ス
（
V
M
S
）、
I
P
-
P
B
X
技
術
を

用
い
た
電
話
通
信
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
電
子
メ
ー
ル
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
ス
ト
レ
ー
ジ
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
、
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ

ム
な
ど
様
々
な
管
理
サ
ー
ビ
ス
と
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
物
流
・

工
業
分
野
の
顧
客
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
顧
客
は
固
有
の
要
件
に
応
じ

て
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ペ
イ
・
パ
ー
・
ユ
ー
ス

方
式
で
選
択
で
き
ま
す
。

　

W
H
A
で
は
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
年
中
無
休
で

確
実
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

管
理
の
訓
練
を
受
け
た
専
門
家
か
ら
成
る
専
任
の
チ
ー
ム
を
設
け
て
い

ま
す
。

（左より）ナタポル・ルンシットポン工業振興局長、ソムキット副首相、WHA会長兼CEOジャリーポー
ン・ジャールコンサクン氏、GROUND 代表取締役 CEO 宮田啓友氏、槇原秀樹経済産業副大臣、佐渡
島志郎タイ国日本大使館大使

クラレGCアドバンスト・マテリアルズ社と
クラライ・アドバンスト・ケミカルズ（タイランド）社が
WHAイースタン工業団地（マプタプット）で起工式を開催

クラレGCアドバンスト・マテリアルズ社と
クラライ・アドバンスト・ケミカルズ（タイランド）社が
WHAイースタン工業団地（マプタプット）で起工式を開催

　苛性ソーダ等の基礎化学品や瞬間接着剤アロンアルファ等の機能化学品を製造する東亞合成のタイ現地法人で
ある TOAGOSEI (THAILAND) は、10 月に東部経済回廊（EEC）の工場にてエラストマーコンパウンド工場の
開所式を開催しました。同社工場は、WHA イースタン・シーボード工業団地 2（WHA ESIE 2）に位置します。
2018 年 8 月操業開始のポリマー工場に続き、今回が二期工場の操業開始となり、この地域で増大し続ける需要を
満たすことが可能になります。

Toagosei (Thailand) 社が
WHA イースタン・シーボード工業団地 2 で

第 2 工場の開所式を開催

Toagosei (Thailand) 社が
WHA イースタン・シーボード工業団地 2 で

第 2 工場の開所式を開催

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
強
化

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
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社長
五十嵐 一郎氏

TOAGOSEI (THAILAND) CO.,LTD.
Chemical manufacturing

WHA GROUPで更なる飛躍を目指す企業
　

瞬
間
接
着
剤
「
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ア
」
で
広
く
知

ら
れ
て
い
る
東
亞
合
成
株
式
会
社
は
、
①
苛
性
ソ

ー
ダ
（
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
と
い
っ
た
基
礎
化

学
原
料
や
、
②
紫
外
線
硬
化
型
樹
脂
、
粘
着
剤
及

び
そ
の
原
料
な
ど
の
ア
ク
リ
ル
系
化
学
製
品
、
③

ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
接
着
剤
、
そ

し
て
④
抗
菌
剤
等
の
高
機
能
無
機
製
品
を
製
造
販

売
す
る
総
合
化
学
メ
ー
カ
ー
で
す
。
設
立
は
古

く
、
戦
中
の
１
９
４
２
年
。
社
齢
７５
年
を
超
え
る

老
舗
企
業
で
す
。
一
般
に
は
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ア
の

印
象
が
と
て
も
強
い
の
で
す
が
、
コ
ー
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
製
品
以
外
の
工
業
用
原
料
を
生
産
す
る
Ｂ
ｔ

ｏ
Ｂ
（
企
業
対
企
業
）
の
事
業
が
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

東
北
（
福
島
）
、
関
東
（
横
浜
、
川
崎
）
、
北

陸
（
高
岡
）
、
東
海
（
名
古
屋
）
、
四
国
（
徳

島
、
坂
出
）
、
九
州
（
大
分
）
に
工
場
を
置
き
、

日
本
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
営
業
所
網
を
設
置
。
試

作
等
の
た
め
の
Ｒ
＆
Ｄ
総
合
セ
ン
タ
ー
（
名
古

屋
）
や
先
端
科
学
研
究
所
（
つ
く
ば
）
、
さ
ら
に

は
東
京
に
テ
ク
ノ
・
ラ
ボ
を
構
え
る
な
ど
研
究
・

開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
０
年
よ
り
海
外
展
開
を
始
め
、
ま
ず
は

米
国
本
土
に
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ア
の
販
売
合
弁
子
会

社
を
開
設
。
９５
年
に
中
国
工
場
（
珠
海
）
を
設
置

し
て
、
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
に
も
進
出

し
ま
し
た
。
タ
イ
法
人
の
設
立
は
２
０
１
６
年
８

月
。
成
長
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
（
ア
セ
ア
ン
）
市

場
の
拠
点
と
し
て
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
需
要
の
掘
り
起
こ

し
の
た
め
に
タ
イ
・
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
の
イ
ー
ス
タ

ン
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
２
に
工
場
を
建
設
し
ま

し
た
。

　

第
一
期
事
業
と
し
て
１８
年
７
月
に
竣
工
し
た
の

が
、
水
溶
性
ア
ク
リ
ル
ポ
リ
マ
ー
を
生
産
す
る
第

一
工
場
で
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
に
使
用
す
る
増

粘
剤
や
、
消
炎
作
用
や
冷
却
効
果
を
持
つ
パ
ッ
プ

剤
の
ジ
ェ
ル
状
成
分
の
原
材
料
を
生
産
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
製
造
さ
れ
た
も
の
は
タ
イ
市

場
に
流
通
し
て
い
る
ほ
か
、
ア
セ
ア
ン
一

円
や
中
国
市
場
な
ど
に
も
輸
出
し
て
い
ま

す
。
東
亞
合
成
の
基
幹
事
業
と
し
て
の
役

割
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１９
年
８
月
に
完
成
し
た
第
二
期
事
業
の

第
二
工
場
は
、
東
亞
合
成
関
連
会
社
の
ア

ロ
ン
化
成
の
主
力
事
業
で
あ
る
エ
ラ
ス
ト

マ
ー
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
エ
ラ
ス

ト
マ
ー
と
は
、
弾
力
性
に
優
れ
る
ゴ
ム
と

成
型
性
に
優
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
双
方
の

良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
熱
可
塑
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
や
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
グ
リ
ッ

プ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト

状
の
製
品
は
タ
イ
国
内
市
場
の
ほ
か
、
ア

セ
ア
ン
一
円
や
日
本
に
向
け
て
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
き
な
成
長
の
見
込
め
る
市

場
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
当
社
は
タ
イ
投
資
委
員
会

（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）
の
恩
典
を
得
て
卸
売
業
の
ラ

イ
セ
ン
ス
も
所
持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
活
用
し
て
輸
入
・
販
売
し
て

い
る
の
が
、
皆
さ
ん
も
よ
く
知
る
ア
ロ
ン

ア
ル
フ
ア
で
す
。
日
本
の
工
場
で
生
産
し

た
も
の
を
、
タ
イ
国
内
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
販
売
開
始
か
ら
５０
年
以
上
が
経
過
。

皆
さ
ん
の
生
活
と
と
も
に
あ
る
瞬
間
接
着
剤
は
、

将
来
的
な
自
社
生
産
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
工
場
の
建
屋
２
階
に
は
、
顧
客
企
業
か
ら

の
相
談
対
応
や
試
作
の
た
め
の
ラ
ボ
も
設
置
し
て

い
ま
す
。
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
製
品
の
開

発
・
研
究
を
こ
こ
で
行
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
に
は

多
く
の
日
系
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、
身
近
な
と

こ
ろ
に
ラ
ボ
を
開
設
す
る
こ
と
で
迅
速
な
対
応
と

顔
の
見
え
た
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
２
を
開
発

し
た
Ｗ
Ｈ
Ａ
社
と
は
、
日
本
で
行
わ
れ
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
席
で
知
り
合
い
ま
し
た
。
印
象

に
強
く
残
り
、
現
地
視
察
等
を
繰
り
返
す
中
で
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
整
然
と
区
画
さ
れ
た

工
業
団
地
は
美
し
く
、
日
本
人
が
多
く
暮
ら
す
シ

ー
ラ
チ
ャ
ー
も
近
い
こ
と
か
ら
住
み
や
す
さ
で
も

群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
工
業
用
水
も
豊
富
で
洪
水

の
心
配
も
な
く
、
タ
イ
最
大
の
貿
易
港
レ
ム
チ
ャ

バ
ン
港
に
も
近
い
こ
と
か
ら
物
流
面
で
も
至
便
な

場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

W
H
A
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
日
本
語
も
堪
能

で
特
に
立
上
げ
当
時
は
、
労
務
管
理
や
環
境
規

制
、
各
種
許
認
可
な
ど
タ
イ
独
自
の
手
続
き
に
も

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
レ
ス
ポ
ン
ス
も
早
く
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。
タ
イ
工
場
の
竣
工
と
と
も
に
着
任
し
、
３

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
タ
イ
の
文
化
に
も
慣

れ
、
日
系
企
業
の
進
出
が
多
い
理
由
も
う
な
ず
け

ま
す
。
今
後
は
、
タ
イ
人
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
済
特
別
区
（
S
E
Z
）
は
多
く
の

国
々
で
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
を
刺
激

し
て
外
国
人
投
資
家
を
引
き
付
け
る
た

め
の
経
済
的
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

S
E
Z
の
主
目
的
は
新
た
な
企
業
に
柔

軟
性
を
提
供
す
る
た
め
に
様
々
な
政
策

を
調
整
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
す
。 

　

国

連

貿

易

開

発

会

議

（
U
N
C
T
A
D
）
が
最
近
発
表
し
た

2
0
1
9
年
度
世
界
投
資
報
告
書
に
よ

る
と
、
世
界
に
は
合
計
5,
3
8
3
か

所
の
S
E
Z
が
あ
り
ま
す
。  

最
も
多

い
の
は
中
国
で
、
S
E
Z
の
数
は

2,
5
4
3
か
所
に
及
び
ま
す
。
次
に

多
い
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
5
2
8
か

所
。
そ
し
て
、イ
ン
ド（
3
7
3
か
所
）、

北
米
（
2
6
2
か
所
）、
ロ
シ
ア

（
1
3
0
か
所
）
と
続
き
ま
す
。

　

1
9
9
0
年
代
の
終
わ
り
か
ら

2
0
0
0
年
代
の
初
め
に
か
け
て
多
国

籍
製
造
業
投
資
が
拡
大
し
て
世
界
的
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
接
続
性
が
向
上

し
た
こ
と
に
よ
り
、
開
発
途
上
国
で
非

常
に
多
く
の
S
E
Z
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。  

C
L
M
V
T
諸
国
（
カ
ン
ボ
ジ

ア
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
）
に
お
い
て
は
、
1
9
8
6
年
に

経
済
改
革
が
開
始
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
で

S
E
Z
が
投
資
奨
励
策
と
し
て
用
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。 

　

ラ
オ
ス
も
隣
国
で
あ
る
中
国
の
一
帯

一
路
構
想
に
合
わ
せ
て
多
数
の
S
E
Z

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に

ラ
オ
ス
で
は
10
か
所
の
S
E
Z
と

　

バ
ン
コ
ク
、2
0
1
9
年
9
月
16
日
、

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン

ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
以
下

「
W
H
A
U
P
」）
と
ア
ク
ア
ワ
ン
株
式

会
社
は
「
戦
略
的
協
力
協
定
」
の
署
名

式
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
式
典
に
は
タ

ニ
ー
・
サ
ン
ラ
ッ
ト
在
ベ
ト
ナ
ム
・
タ

イ
大
使
閣
下
な
ら
び
に
ヴ
・
テ
ィ
エ
ン
・

ロ
ク
・
ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
会
頭
の

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
両
社

間
の
長
期
的
な
協
力
に
焦
点
を
当
て
ら

れ
た
最
初
の
画
期
的
な
出
来
事
で
す
。

W
H
A
U
P
の
完
全
子
会
社
で
あ
る

W
H
A
U
P 

（
S
G
） 

2
D
R
株
式
会

社
（
W
U
P
S
D
）
は
去
る
2
0
1
9

年
8
月
に
ズ
オ
ン
・
リ
バ
ー
・
サ
ー
フ
ェ

ス
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社

（
以
下
「
S
D
W
T
P
」）
の
株
式
34
％

を
約
27
億
6,
2
9
6
バ
ー
ツ
で
購
入

す
る
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

署
名
式
に
出
席
し
た
ア
ク
ア
ワ
ン
社

の
ド
・
テ
ィ
・
キ
ム
・
リ
エ
ン
取
締
役

会
会
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
経
済
の
急
速

な
拡
大
に
伴
っ
て
水
の
製
造
や
廃
水
処

理
な
ど
環
境
分
野
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し

て
非
常
に
大
き
な
需
要
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
ア
ク
ア
ワ
ン
の
使
命
は
こ
の
分

野
の
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
と
な
り
、
ベ
ト

ナ
ム
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
使
命

を
果
た
す
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

W
H
A
U
P
を
迎
え
る
こ
と
は
非
常
に

喜
ば
し
く
、
ま
た
光
栄
で
も
あ
り
ま

す
。」

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
本
日

は
ア
ク
ア
ワ
ン
社
と
W
H
A
U
P
が
ベ

ト
ナ
ム
で
水
道
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
事
業
を
開
発
す
る
た
め
の
長
期

的
な
協
力
関
係
の
始
ま
り
と
な
る
記
念

す
べ
き
日
で
す
。
こ
の
戦
略
的
協
力
協

定
は
ア
ク
ア
ワ
ン
社
と
W
H
A
U
P
が

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ
ア
ン

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ
ア
ン

「
W
H
A
U
P
」
が
タ
イ
最
大
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
駐
車
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

経
済
特
別
区

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
と

        

ア
ク
ア
ワ
ン
が
戦
略
的
協
力
協
定
の
締
結
署
名
式
を
開
催

WHAUPがアクアワン社と協力してベトナムで水道インフラを開発

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ゲ
ア
ン
省
の
一
等
地

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
ド

ン
・
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
と
い
う
戦
略
的
な
立
地

に
恵
ま
れ
、
完
成
時
に
は
総
面
積
が

3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
て
ベ
ト
ナ
ム

中
央
北
部
で
最
大
規
模
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

ゾ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。 

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
フ
ェ
ー
ズ
1
の
う

ち
、
初
回
開
発
エ
リ
ア
1
4
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

現
在
、
投
資
家
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
国
境
を
接
す
る

ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
中
国
に
加
え
て
日
本
や
韓
国

な
ど
の
海
外
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
た

め
、
国
内
市
場
と
地
域
市
場
を
対
象
と
す
る
世

界
水
準
の
製
造
・
配
送
基
盤
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

　

ゲ
ア
ン
省
に
は
ビ
ン
市
国
際
空
港
、
3
つ
の

深
海
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
至
便
な
82
㎞
の
海
岸

線
、
南
部
と
北
部
を
結
ぶ
鉄
道
網
が
あ
り
、
8

本
の
国
道
や
高
速
道
路
が
省
内
を
走
っ
て
い

て
、
イ
ン
フ
ラ
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

2
0
2
2
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ハ
ノ
イ
と
ビ

ン
市
を
結
ぶ
高
速
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
同
省

の
接
続
性
は
一
層
高
ま
り
ま
す
。

　

人
口
3
2
0
万
人
、
労
働
人
口
1
9
0
万
人

を
擁
す
る
ゲ
ア
ン
省
は
ベ
ト
ナ
ム
で
4
番
目
に

人
口
の
多
い
省
で
す
。
大
学
7
校
、
単
科
大
学

6
校
、
専
門
学
校
4
校
、
職
業
訓
練
校
61
校
と

多
数
の
教
育
機
関
が
あ
り
、
毎
年
2
万

4,
0
0
0
人
の
卒
業
生
を
新
た
に
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・

ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
取
締
役
会
会
長
兼

C
E
O
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。「
ベ

ト
ナ
ム
は
A
S
E
A
N
諸
国
の
中
で
も
主
要
な

投
資
先
で
す
。
ゲ
ア
ン
省
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と

省
当
局
の
支
援
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、

製
造
業
、
運
輸
、
物
流
の
総
合
的
な
ハ
ブ
に
な

り
つ
つ
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
お
よ
び
周
辺
地
域
の

開
発
と
経
済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。」

タ
イ
に
お
け
る
W
H
A
の
30
年
間
の
経

験
を
活
用

　

投
資
家
は
タ
イ
で
世
界
水
準
の
工
業
団

地
を
企
画
・
開
発
し
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
と
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
国
際
的
な
水
準
を
実
現
し
て
き
た

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
30
年
に
わ
た
る
経
験

か
ら
も
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
在
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
で

10
か
所
の
工
業
団
地
を
運
営
し
て
お
り
、

総
面
積
は
7,
8
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超

え
、
世
界
中
の
企
業
7
8
1
社
が
入
居
し

て
い
ま
す
。
総
投
資
額
は
3
3
2
億
米
ド

ル
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
1
9
8
8
年
の
設

立
以
来
、
自
動
車
、
石
油
化
学
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
消
費
者
製
品
お
よ
び
そ
の

他
の
輸
出
産
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し

て
発
展
さ
せ
る
上
で
有
益
な
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ド
、
G
M
、
い

す
ゞ
、
マ
ツ
ダ
、 

M
G
、
ス
ズ
キ
な
ど
の

国
際
的
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
世
界
の

ト
ッ
プ
O
E
M
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
32
社

を
含
む
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
と
共
に
、

タ
イ
の
製
造
拠
点
と
し
て
W
H
A
工
業
団

地
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ー 

ゲ
ア
ン
は
こ
れ
ら
の
W
H
A
工
業
団
地
と

同
等
の
最
も
厳
し
い
世
界
基
準
に
基
づ
い

て
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
れ
た
環
境
管
理
手
法

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
評
判
の
も
う
1
つ

の
強
力
な
要
素
は
環
境
の
保
護
・
保
全
努

力
で
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
に
お

け
る
会
社
設
立
当
初
か
ら
、
自
社
の
工
業
団
地

が
持
続
可
能
な
形
で
環
境
と
調
和
し
て
共
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
常
に
考
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
弊
社
は
す
べ
て
の
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
設
計
に
注
意
を
払
い
、
自

社
が
運
営
す
る
す
べ
て
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー

ビ
ス
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
よ
う
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
関
連
会
社
で
あ
る

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ

ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
は
1
日
あ
た

り
1
万
5,
0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
工
業
用

水
供
給
、
廃
水
処
理
、
雨
水
排
水
、
洪
水
か
ら

の
保
護
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
、
電
力
と
現
代
的
な

通
信
シ
ス
テ
ム
へ
の
完
全
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
、

優
れ
た
設
計
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
の
専
門
的

な
運
営
・
管
理
チ
ー
ム
に
よ
る
環
境
監
視
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
さ
れ
ま
す
。 

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
取
締
役
会
副
会
長
兼

工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
環
境
を
考
慮
し
た
取

り
組
み
に
対
す
る
弊
社
の
確
固
と
し
た
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
支
持
し
て
い
ま
す
。「
W
H
A
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ー 

ゲ
ア
ン
の
開
発

に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
弊
社
が
タ
イ
で
運
営
し

て
い
る
11
か
所
の
工
業
団
地
と
同
じ
世
界
水
準

の
環
境
基
準
を
適
用
し
て
い
ま
す
。
包
括
的
で

持
続
可
能
な
工
業
開
発
と
い
う
W
H
A
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
初
期
の
段
階
か
ら
す
べ
て
の
関
係

者
が
関
与
す
る
環
境
保
護
の
取
り
組
み
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
工
業
開
発
と
経
済
成

長
に
お
い
て
環
境
責
任
が
果
た
す
こ
と
の
で
き

る
極
め
て
重
要
な
役
割
を
認
識
し
て
い
ま
す
。」

団
地
内
に
オ
フ
ィ
ス
が
完
成

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ
ア
ン
で
は
先
日
、
新
し
い
事
務
所
が
オ
ー
プ

ン
し
、
日
本
、
中
国
お
よ
び
タ
イ
か
ら
の
最
初

の
入
居
企
業
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。 

　

入
居
企
業
は
ド
ン
・
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
局

（
D
N
E
A
）
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
実
用
的
な

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、
輸
入

税
と
法
人
税
に
関
す
る
特
別
な
投
資
恩
典
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
も
得
ら
れ
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ー 

ゲ

ア
ン
の
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
フ
ェ
ー
ズ
1
の

後
、
さ
ら
に
2
0
2
0
〜
2
0
3
8
年
に
か
け

て
6
つ
の
開
発
フ
ェ
ー
ズ
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
完
成
時
に
は
総
面
積
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
な
る
予
定
で
す
。

力
を
合
わ
せ
て
高
品
質
で
清
潔
な
水
の

供
給
を
通
じ
て
今
日
の
ハ
ノ
イ
の
人
々

の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち

は
近
い
将
来
こ
の
共
同
事
業
を
ベ
ト
ナ

ム
の
他
の
地
域
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。」

　

タ
ニ
ー
・
サ
ン
ラ
ッ
ト
在
ベ
ト
ナ
ム
・

タ
イ
大
使
閣
下
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま

し
た
。「
こ
の
ア
ク
ア
ワ
ン
社
と

W
H
A
U
P
と
の
戦
略
的
協
力
協
定
は

公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
け

る
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
間
の
投
資
協
力
の

新
た
な
章
で
あ
り
、
両
国
の
協
力
関
係

の
新
時
代
に
向
け
た
道
を
開
く
も
の
で

す
。」

　

同
署
名
式
翌
日
の
2
0
1
9
年
9
月

5
日
に
は
ズ
オ
ン
・
リ
バ
ー
水
処
理
工

場
フ
ェ
ー
ズ
1
B
の
商
業
運
転
開
始
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
工
場

に
は
ド
イ
ツ
の
技
術
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
処
理
容
量
が
こ
れ
ま
で
の

5,
5
0
0
万
㎥
/
年
か
ら
1
億

1,
0
0
0
万
㎥
/
年
へ
と
倍
増
し
ま
す
。

ア
ク
ア
ワ
ン
に
つ
い
て

　

ア
ク
ア
ワ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
の
水
処
理

分
野
の
大
手
企
業
と
し
て
2
0
1
5
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
処
理
容

量
は
約
1
億
8,
0
0
0
万
㎥
/
年
で
、

メ
コ
ン
デ
ル
タ
・
リ
バ
ー
、
フ
ー
イ
エ

ン
、
お
よ
び
ハ
ノ
イ
に
工
場
が
あ
り
ま

す
。

第１、第２工場が竣工・稼働
アセアン市場の拠点づくりに

E
E
Z
（
排
他
的
経
済
区
）
が
開
発
さ

れ
、す
で
に
正
式
に
開
業
し
て
い
ま
す
。 

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
今
年
の
前
半
に
同
国

に
と
っ
て
3
か
所
目
と
な
る
新
た
な

S
E
Z
、
チ
ャ
ウ
ピ
ュ
経
済
特
別

区 

ー
K
P
S
E
Z
を
発
表
し
ま
し

た
。
ア
ナ
リ
ス
ト
は
中
国
が
一
帯
一
路

戦
略
に
基
づ
い
て
イ
ン
ド
洋
へ
の
直
接

的
な
ア
ク
セ
ス
を
獲
得
し
、
中
東
お
よ

び
将
来
的
に
は
そ
の
他
の
地
域
へ
と
ビ

ジ
ネ
ス
の
門
戸
を
広
げ
る
た
め
に

K
P
S
E
Z
に
多
大
な
投
資
を
行
う
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

　

S
E
Z
は
通
常
の
経
済
区
よ
り
有
利

な
恩
典
が
付
与
さ
れ
る
た
め
、
投
資
、

税
制
、
労
働
力
お
よ
び
技
術
開
発
に
関

す
る
規
制
の
柔
軟
性
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
も
大
規
模
な
投
資

を
引
き
付
け
る
た
め
に
S
E
Z
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
世
界
水
準
の
経
済
区
と

し
て
開
発
さ
れ
た
タ
イ
の
東
部
経
済
回

廊（
E
E
C
）は
ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー

と
12
種
類
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
産
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
態
勢
が
完
全
に
整
っ
て
い

ま
す
。
A
S
E
A
N
の
物
流
ハ
ブ
と
い

う
戦
略
的
な
立
地
に
恵
ま
れ
た
E
E
C

は
接
続
性
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
が
整
備
さ
れ
、
地
域
内
の
周
辺

諸
国
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
に
発
表
さ
れ
た
E
E
C

の
た
め
の
東
部
特
別
開
発
区
法
は

S
E
Z
の
「
地
域
ベ
ー
ス
の
開
発
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
用
い
て
お
り
、
特

区
拡
大
に
欠
か
せ
な
い
成
功
要
因
で

す
。
こ
の
新
法
は
経
済
特
別
区
に
よ
っ

て
経
済
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
、
革
新
的
な
技
術
、
規
制
、
社

会
お
よ
び
人
的
資
源
の
向
上
を
確
実
に

促
進
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
次
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
は
あ
ら

ゆ
る
部
門
の
支
援
を
得
て
E
E
C
を
効

果
的
な
モ
デ
ル
に
創
り
上
げ
、
持
続
可

能
な
成
功
を
他
の
地
域
に
も
広
げ
る
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
に
は
先
日
発
表
さ
れ
た
10
県
の

S
E
Z
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。  

大
き

な
可
能
性
を
持
つ
こ
れ
ら
の
経
済
区
は

「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
政
策
に
即
し

て
タ
イ
の
経
済
、
技
術
お
よ
び
人
材
の

開
発
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
の

競
争
力
を
高
め
て
持
続
可
能
な
成
長
を

生
み
出
す
た
め
に
「
中
所
得
国
の
罠
」

の
回
避
を
目
指
し
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
2
月
に
開
発
が
開
始
さ
れ
た
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー
ゲ
ア
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
中
央
北
部
に
位
置
し
、
地

理
的
な
立
地
条
件
、
整
っ
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
環
境
保
護
お
よ
び
特
別
な
投
資
恩
典
に
関
し
て
多
く
の
魅
力
的
な
メ
リ
ッ
ト

を
投
資
家
に
提
供
し
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
世
界
水
準
の
工
業
施
設
の
企
画
・
開
発
分
野
に
お
い
て

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
タ
イ
で
培
っ
た
30
年
以
上
に
わ
た
る
経
験
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ン
コ
ク 

ー
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・

ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
は

4
・
8
8
M
W
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
駐
車
場
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
株

式
会
社
が
所
有
す
る
M
G
ブ
ラ
ン
ド
の
自
動
車
製

造
工
場
の
駐
車
場
を
利
用
す
る
も
の
で
、
総
面
積

は
3
万
1,
0
0
0
㎡
に
及
び
ま
す
。　
　
　

 　

　

2
0
2
0
年
第
1
四
半
期
中
に
完
成
す
る
見
込

み
で
、
タ
イ
最
大
規
模
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
駐
車
場

と
な
り
ま
す
。
発
電
に
よ
る
平
均
年
間
収
益
は

2
0
年
間
の
契
約
期
間
全
体
を
通
じ
て
2,
0
0
0

万
バ
ー
ツ
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
社
の
ウ
ィ

サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者

（
C
E
O
）
は
W
H
A
U
P
の
今
年
度
の
目
標
発
電

量
を
当
初
の
15
メ
ガ
ワ
ッ
ト
か
ら
25
メ
ガ
ワ
ッ
ト

に
上
方
修
正
し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
最
近
の
顧
客

は
コ
ス
ト
削
減
に
役
立
ち
電
力
の
節
約
に
つ
な

が
っ
て
環
境
を
保
護
す
る
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
ま
で
に
合
計
1
0
0
M
W
の
屋
上

ソ
ー
ラ
ー
発
電
投
資
を
行
う
と
い
う
同
社
の
5
年

間
の
目
標
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
維
持
さ
れ
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・

パ
ワ
ー
株
式
会
社（
W
H
A
U
P
）の
ウ
ィ
サ
ー
ト
・

チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者
（
C
E
O
）
は

同
社
が
2
0
1
9
年
第
2
四
半
期
に
S
A
I
C

モ
ー
タ
ー
C
P
株
式
会
社
と
の

間
で
同
社
M
G
ブ
ラ
ン
ド
の
自

動
車
工
場
の
駐
車
場
に
ソ
ー

ラ
ー
発
電
施
設
を
設
置
す
る
契

約
を
締
結
し
た
と
述
べ
ま
し

た
。
新
た
に
設
置
さ
れ
る
屋
根

構
造
は
合
計
面
積
が
3
万

1,
0
0
0
㎡
で
、
屋
根
の
下
に

約
2,
0
0
0
台
の
自
動
車
を
駐

車
で
き
ま
す
。
合
計
発
電
量
は

4
・
8
8
M
W
で
、
発
電
し
た

電
力
は
工
場
で
消
費
さ
れ
ま

す
。
同
工
場
と
ソ
ー
ラ
ー
発
電

駐
車
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
用
地
は

W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー

ボ
ー
ド
工
業
団
地
2
（
W
H
A 

E
S
I
E 
2
）
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

2
0
2
0
年
第
1
四
半
期
中
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
同
社
は
20
年
間
の
契
約

期
間
全
体
を
通
じ
て
平
均

2,
0
0
0
万
バ
ー
ツ
の
年
間
収

益
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

ウ
ィ
サ
ー
ト
C
E
O
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

W
H
A
U
P
は
駐
車
場
の
構
造
物
と
ソ
ー
ラ
ー
発

電
シ
ス
テ
ム
の
投
資
と
施
設
設
備
の
設
置
を
子
会

社
で
あ
る
W
H
A
S
L
に
担
当
さ
せ
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
約
1
億
7,
5
0
0
万
バ
ー
ツ

の
投
資
予
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
W
H
A
S
L

の
完
全
に
統
合
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
許
認
可
の
取

得
、
設
計
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
建
設
と
設
置

作
業
の
ほ
か
、
契
約
期
間
全
体
に
わ
た
る
運
営
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
プ
ロ
セ

ス
全
体
を
網
羅
し
ま
す
。
お
客
様
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
工
業

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き

た
長
年
の
経
験
を
有
す
る
当
社

の
作
業
チ
ー
ム
の
専
門
知
識
と

プ
ロ
意
識
を
信
頼
し
て
お
任
せ

い
た
だ
け
ま
す
。
当
社
の
ソ
ー

ラ
ー
屋
上
発
電
サ
ー
ビ
ス
は
お

客
様
の
電
力
コ
ス
ト
節
約
だ
け

で
な
く
、
環
境
保
護
目
標
の
達

成
に
も
役
立
ち
ま
す
。」

　

W
H
A
U
P
の
C
E
O
は

W
H
A
工
業
団
地
の
内
部
と
外

部
双
方
の
多
数
の
顧
客
が
ソ
ー

ラ
ー
屋
上
発
電
に
関
心
を
示
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
2
0
1
9
年
に
お
け
る

ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発
電
は
最
初
の

年
間
収
益
が
2,
0
0
0
万
バ
ー
ツ
増
加
し
、 

    

2
0
1
9
年
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
目
標
量
が
25
M
W
に
達
す
る
見
込
み 

　WHA ユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）とアクアワ
ン株式会社（アクアワン）は先日タニー・サンラット在ベトナム・タイ大使閣下（右
から 5人目）のご臨席を賜り「戦略的協力協定」の締結署名式を開催しました。
同協定はベトナムで水道インフラストラクチャーを開発するために長期的な協
力関係を構築するもので、WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社
のジャリーポーン・ジャルコーンサクン取締役会会長（中央右側）とアクアワ
ン社のド・ティ・キム・リエン取締役会会長（中央左側）が署名を行いました。

半
年
間
で
す
で
に
年
間
開
発
目
標
の
15
M
W
を
上

回
り
ま
し
た
。
W
H
A
U
P
は
今
年
の
目
標
値
を

25
M
W
に
上
方
修
正
す
る
予
定
で
す
。
年
初
以
来

す
で
に
設
置
さ
れ
て
商
業
運
転
を
開
始
し
た
10

M
W
以
上
を
含
め
る
と
、W
H
A
U
P
の
ソ
ー
ラ
ー

屋
上
発
電
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
合
計
35
M
W
に
達

し
ま
す
。
従
っ
て
、
2
0
2
2
年
ま
で
に

1
0
0
M
W
の
投
資
を
行
う
と
い
う
5
ヶ
年
計
画

は
達
成
へ
の
道
を
着
実
に
歩
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。

　

同
社
は
現
在
20
・
3
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
設
置
作
業

を
進
め
て
お
り
、
2
0
1
9
年
第
3
四
半
期
か
ら

2
0
2
0
年
第
1
四
半
期
の
間
に
商
業
運
転
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
現
時
点
で
7
・
1
メ
ガ
ワ
ッ

ト
が
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
コ

ス
ト
削
減
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
保
護
に
関
心

を
持
つ
工
業
団
地
入
居
企
業
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
W
H
A
U
P
の
能
力
を
示
す
も
の
で
す
。　
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社長
五十嵐 一郎氏

TOAGOSEI (THAILAND) CO.,LTD.
Chemical manufacturing

WHA GROUPで更なる飛躍を目指す企業
　

瞬
間
接
着
剤
「
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ア
」
で
広
く
知

ら
れ
て
い
る
東
亞
合
成
株
式
会
社
は
、
①
苛
性
ソ

ー
ダ
（
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
と
い
っ
た
基
礎
化

学
原
料
や
、
②
紫
外
線
硬
化
型
樹
脂
、
粘
着
剤
及

び
そ
の
原
料
な
ど
の
ア
ク
リ
ル
系
化
学
製
品
、
③

ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
接
着
剤
、
そ

し
て
④
抗
菌
剤
等
の
高
機
能
無
機
製
品
を
製
造
販

売
す
る
総
合
化
学
メ
ー
カ
ー
で
す
。
設
立
は
古

く
、
戦
中
の
１
９
４
２
年
。
社
齢
７５
年
を
超
え
る

老
舗
企
業
で
す
。
一
般
に
は
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ア
の

印
象
が
と
て
も
強
い
の
で
す
が
、
コ
ー
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
製
品
以
外
の
工
業
用
原
料
を
生
産
す
る
Ｂ
ｔ

ｏ
Ｂ
（
企
業
対
企
業
）
の
事
業
が
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

東
北
（
福
島
）
、
関
東
（
横
浜
、
川
崎
）
、
北

陸
（
高
岡
）
、
東
海
（
名
古
屋
）
、
四
国
（
徳

島
、
坂
出
）
、
九
州
（
大
分
）
に
工
場
を
置
き
、

日
本
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
営
業
所
網
を
設
置
。
試

作
等
の
た
め
の
Ｒ
＆
Ｄ
総
合
セ
ン
タ
ー
（
名
古

屋
）
や
先
端
科
学
研
究
所
（
つ
く
ば
）
、
さ
ら
に

は
東
京
に
テ
ク
ノ
・
ラ
ボ
を
構
え
る
な
ど
研
究
・

開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
０
年
よ
り
海
外
展
開
を
始
め
、
ま
ず
は

米
国
本
土
に
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ア
の
販
売
合
弁
子
会

社
を
開
設
。
９５
年
に
中
国
工
場
（
珠
海
）
を
設
置

し
て
、
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
に
も
進
出

し
ま
し
た
。
タ
イ
法
人
の
設
立
は
２
０
１
６
年
８

月
。
成
長
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
（
ア
セ
ア
ン
）
市

場
の
拠
点
と
し
て
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
需
要
の
掘
り
起
こ

し
の
た
め
に
タ
イ
・
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
の
イ
ー
ス
タ

ン
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
２
に
工
場
を
建
設
し
ま

し
た
。

　

第
一
期
事
業
と
し
て
１８
年
７
月
に
竣
工
し
た
の

が
、
水
溶
性
ア
ク
リ
ル
ポ
リ
マ
ー
を
生
産
す
る
第

一
工
場
で
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
に
使
用
す
る
増

粘
剤
や
、
消
炎
作
用
や
冷
却
効
果
を
持
つ
パ
ッ
プ

剤
の
ジ
ェ
ル
状
成
分
の
原
材
料
を
生
産
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
製
造
さ
れ
た
も
の
は
タ
イ
市

場
に
流
通
し
て
い
る
ほ
か
、
ア
セ
ア
ン
一

円
や
中
国
市
場
な
ど
に
も
輸
出
し
て
い
ま

す
。
東
亞
合
成
の
基
幹
事
業
と
し
て
の
役

割
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１９
年
８
月
に
完
成
し
た
第
二
期
事
業
の

第
二
工
場
は
、
東
亞
合
成
関
連
会
社
の
ア

ロ
ン
化
成
の
主
力
事
業
で
あ
る
エ
ラ
ス
ト

マ
ー
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
エ
ラ
ス

ト
マ
ー
と
は
、
弾
力
性
に
優
れ
る
ゴ
ム
と

成
型
性
に
優
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
双
方
の

良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
熱
可
塑
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
や
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
グ
リ
ッ

プ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト

状
の
製
品
は
タ
イ
国
内
市
場
の
ほ
か
、
ア

セ
ア
ン
一
円
や
日
本
に
向
け
て
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
き
な
成
長
の
見
込
め
る
市

場
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
当
社
は
タ
イ
投
資
委
員
会

（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）
の
恩
典
を
得
て
卸
売
業
の
ラ

イ
セ
ン
ス
も
所
持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
活
用
し
て
輸
入
・
販
売
し
て

い
る
の
が
、
皆
さ
ん
も
よ
く
知
る
ア
ロ
ン

ア
ル
フ
ア
で
す
。
日
本
の
工
場
で
生
産
し

た
も
の
を
、
タ
イ
国
内
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
販
売
開
始
か
ら
５０
年
以
上
が
経
過
。

皆
さ
ん
の
生
活
と
と
も
に
あ
る
瞬
間
接
着
剤
は
、

将
来
的
な
自
社
生
産
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
工
場
の
建
屋
２
階
に
は
、
顧
客
企
業
か
ら

の
相
談
対
応
や
試
作
の
た
め
の
ラ
ボ
も
設
置
し
て

い
ま
す
。
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
製
品
の
開

発
・
研
究
を
こ
こ
で
行
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
に
は

多
く
の
日
系
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、
身
近
な
と

こ
ろ
に
ラ
ボ
を
開
設
す
る
こ
と
で
迅
速
な
対
応
と

顔
の
見
え
た
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
２
を
開
発

し
た
Ｗ
Ｈ
Ａ
社
と
は
、
日
本
で
行
わ
れ
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
席
で
知
り
合
い
ま
し
た
。
印
象

に
強
く
残
り
、
現
地
視
察
等
を
繰
り
返
す
中
で
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
整
然
と
区
画
さ
れ
た

工
業
団
地
は
美
し
く
、
日
本
人
が
多
く
暮
ら
す
シ

ー
ラ
チ
ャ
ー
も
近
い
こ
と
か
ら
住
み
や
す
さ
で
も

群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
工
業
用
水
も
豊
富
で
洪
水

の
心
配
も
な
く
、
タ
イ
最
大
の
貿
易
港
レ
ム
チ
ャ

バ
ン
港
に
も
近
い
こ
と
か
ら
物
流
面
で
も
至
便
な

場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

W
H
A
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
日
本
語
も
堪
能

で
特
に
立
上
げ
当
時
は
、
労
務
管
理
や
環
境
規

制
、
各
種
許
認
可
な
ど
タ
イ
独
自
の
手
続
き
に
も

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
レ
ス
ポ
ン
ス
も
早
く
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。
タ
イ
工
場
の
竣
工
と
と
も
に
着
任
し
、
３

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
タ
イ
の
文
化
に
も
慣

れ
、
日
系
企
業
の
進
出
が
多
い
理
由
も
う
な
ず
け

ま
す
。
今
後
は
、
タ
イ
人
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
済
特
別
区
（
S
E
Z
）
は
多
く
の

国
々
で
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
を
刺
激

し
て
外
国
人
投
資
家
を
引
き
付
け
る
た

め
の
経
済
的
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

S
E
Z
の
主
目
的
は
新
た
な
企
業
に
柔

軟
性
を
提
供
す
る
た
め
に
様
々
な
政
策

を
調
整
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
す
。 

　

国

連

貿

易

開

発

会

議

（
U
N
C
T
A
D
）
が
最
近
発
表
し
た

2
0
1
9
年
度
世
界
投
資
報
告
書
に
よ

る
と
、
世
界
に
は
合
計
5,
3
8
3
か

所
の
S
E
Z
が
あ
り
ま
す
。  

最
も
多

い
の
は
中
国
で
、
S
E
Z
の
数
は

2,
5
4
3
か
所
に
及
び
ま
す
。
次
に

多
い
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
5
2
8
か

所
。
そ
し
て
、イ
ン
ド（
3
7
3
か
所
）、

北
米
（
2
6
2
か
所
）、
ロ
シ
ア

（
1
3
0
か
所
）
と
続
き
ま
す
。

　

1
9
9
0
年
代
の
終
わ
り
か
ら

2
0
0
0
年
代
の
初
め
に
か
け
て
多
国

籍
製
造
業
投
資
が
拡
大
し
て
世
界
的
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
接
続
性
が
向
上

し
た
こ
と
に
よ
り
、
開
発
途
上
国
で
非

常
に
多
く
の
S
E
Z
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。  

C
L
M
V
T
諸
国
（
カ
ン
ボ
ジ

ア
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
）
に
お
い
て
は
、
1
9
8
6
年
に

経
済
改
革
が
開
始
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
で

S
E
Z
が
投
資
奨
励
策
と
し
て
用
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。 

　

ラ
オ
ス
も
隣
国
で
あ
る
中
国
の
一
帯

一
路
構
想
に
合
わ
せ
て
多
数
の
S
E
Z

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に

ラ
オ
ス
で
は
10
か
所
の
S
E
Z
と

　

バ
ン
コ
ク
、2
0
1
9
年
9
月
16
日
、

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン

ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
以
下

「
W
H
A
U
P
」）
と
ア
ク
ア
ワ
ン
株
式

会
社
は
「
戦
略
的
協
力
協
定
」
の
署
名

式
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
式
典
に
は
タ

ニ
ー
・
サ
ン
ラ
ッ
ト
在
ベ
ト
ナ
ム
・
タ

イ
大
使
閣
下
な
ら
び
に
ヴ
・
テ
ィ
エ
ン
・

ロ
ク
・
ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
会
頭
の

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
両
社

間
の
長
期
的
な
協
力
に
焦
点
を
当
て
ら

れ
た
最
初
の
画
期
的
な
出
来
事
で
す
。

W
H
A
U
P
の
完
全
子
会
社
で
あ
る

W
H
A
U
P 

（
S
G
） 

2
D
R
株
式
会

社
（
W
U
P
S
D
）
は
去
る
2
0
1
9

年
8
月
に
ズ
オ
ン
・
リ
バ
ー
・
サ
ー
フ
ェ

ス
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社

（
以
下
「
S
D
W
T
P
」）
の
株
式
34
％

を
約
27
億
6,
2
9
6
バ
ー
ツ
で
購
入

す
る
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

署
名
式
に
出
席
し
た
ア
ク
ア
ワ
ン
社

の
ド
・
テ
ィ
・
キ
ム
・
リ
エ
ン
取
締
役

会
会
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
経
済
の
急
速

な
拡
大
に
伴
っ
て
水
の
製
造
や
廃
水
処

理
な
ど
環
境
分
野
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し

て
非
常
に
大
き
な
需
要
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
ア
ク
ア
ワ
ン
の
使
命
は
こ
の
分

野
の
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
と
な
り
、
ベ
ト

ナ
ム
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
使
命

を
果
た
す
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

W
H
A
U
P
を
迎
え
る
こ
と
は
非
常
に

喜
ば
し
く
、
ま
た
光
栄
で
も
あ
り
ま

す
。」

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
本
日

は
ア
ク
ア
ワ
ン
社
と
W
H
A
U
P
が
ベ

ト
ナ
ム
で
水
道
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
事
業
を
開
発
す
る
た
め
の
長
期

的
な
協
力
関
係
の
始
ま
り
と
な
る
記
念

す
べ
き
日
で
す
。
こ
の
戦
略
的
協
力
協

定
は
ア
ク
ア
ワ
ン
社
と
W
H
A
U
P
が

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ
ア
ン

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ
ア
ン

「
W
H
A
U
P
」
が
タ
イ
最
大
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
駐
車
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

経
済
特
別
区

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
と

        

ア
ク
ア
ワ
ン
が
戦
略
的
協
力
協
定
の
締
結
署
名
式
を
開
催

WHAUPがアクアワン社と協力してベトナムで水道インフラを開発

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ゲ
ア
ン
省
の
一
等
地

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
ド

ン
・
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
と
い
う
戦
略
的
な
立
地

に
恵
ま
れ
、
完
成
時
に
は
総
面
積
が

3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
て
ベ
ト
ナ
ム

中
央
北
部
で
最
大
規
模
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

ゾ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。 

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
フ
ェ
ー
ズ
1
の
う

ち
、
初
回
開
発
エ
リ
ア
1
4
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

現
在
、
投
資
家
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
国
境
を
接
す
る

ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
中
国
に
加
え
て
日
本
や
韓
国

な
ど
の
海
外
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
た

め
、
国
内
市
場
と
地
域
市
場
を
対
象
と
す
る
世

界
水
準
の
製
造
・
配
送
基
盤
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

　

ゲ
ア
ン
省
に
は
ビ
ン
市
国
際
空
港
、
3
つ
の

深
海
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
至
便
な
82
㎞
の
海
岸

線
、
南
部
と
北
部
を
結
ぶ
鉄
道
網
が
あ
り
、
8

本
の
国
道
や
高
速
道
路
が
省
内
を
走
っ
て
い

て
、
イ
ン
フ
ラ
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

2
0
2
2
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ハ
ノ
イ
と
ビ

ン
市
を
結
ぶ
高
速
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
同
省

の
接
続
性
は
一
層
高
ま
り
ま
す
。

　

人
口
3
2
0
万
人
、
労
働
人
口
1
9
0
万
人

を
擁
す
る
ゲ
ア
ン
省
は
ベ
ト
ナ
ム
で
4
番
目
に

人
口
の
多
い
省
で
す
。
大
学
7
校
、
単
科
大
学

6
校
、
専
門
学
校
4
校
、
職
業
訓
練
校
61
校
と

多
数
の
教
育
機
関
が
あ
り
、
毎
年
2
万

4,
0
0
0
人
の
卒
業
生
を
新
た
に
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・

ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
取
締
役
会
会
長
兼

C
E
O
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。「
ベ

ト
ナ
ム
は
A
S
E
A
N
諸
国
の
中
で
も
主
要
な

投
資
先
で
す
。
ゲ
ア
ン
省
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と

省
当
局
の
支
援
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、

製
造
業
、
運
輸
、
物
流
の
総
合
的
な
ハ
ブ
に
な

り
つ
つ
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
お
よ
び
周
辺
地
域
の

開
発
と
経
済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。」

タ
イ
に
お
け
る
W
H
A
の
30
年
間
の
経

験
を
活
用

　

投
資
家
は
タ
イ
で
世
界
水
準
の
工
業
団

地
を
企
画
・
開
発
し
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
と
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
国
際
的
な
水
準
を
実
現
し
て
き
た

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
30
年
に
わ
た
る
経
験

か
ら
も
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
在
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
で

10
か
所
の
工
業
団
地
を
運
営
し
て
お
り
、

総
面
積
は
7,
8
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超

え
、
世
界
中
の
企
業
7
8
1
社
が
入
居
し

て
い
ま
す
。
総
投
資
額
は
3
3
2
億
米
ド

ル
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
1
9
8
8
年
の
設

立
以
来
、
自
動
車
、
石
油
化
学
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
消
費
者
製
品
お
よ
び
そ
の

他
の
輸
出
産
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し

て
発
展
さ
せ
る
上
で
有
益
な
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ド
、
G
M
、
い

す
ゞ
、
マ
ツ
ダ
、 

M
G
、
ス
ズ
キ
な
ど
の

国
際
的
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
世
界
の

ト
ッ
プ
O
E
M
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
32
社

を
含
む
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
と
共
に
、

タ
イ
の
製
造
拠
点
と
し
て
W
H
A
工
業
団

地
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ー 

ゲ
ア
ン
は
こ
れ
ら
の
W
H
A
工
業
団
地
と

同
等
の
最
も
厳
し
い
世
界
基
準
に
基
づ
い

て
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
れ
た
環
境
管
理
手
法

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
評
判
の
も
う
1
つ

の
強
力
な
要
素
は
環
境
の
保
護
・
保
全
努

力
で
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
に
お

け
る
会
社
設
立
当
初
か
ら
、
自
社
の
工
業
団
地

が
持
続
可
能
な
形
で
環
境
と
調
和
し
て
共
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
常
に
考
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
弊
社
は
す
べ
て
の
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
設
計
に
注
意
を
払
い
、
自

社
が
運
営
す
る
す
べ
て
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー

ビ
ス
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
よ
う
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
関
連
会
社
で
あ
る

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ

ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
は
1
日
あ
た

り
1
万
5,
0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
工
業
用

水
供
給
、
廃
水
処
理
、
雨
水
排
水
、
洪
水
か
ら

の
保
護
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
、
電
力
と
現
代
的
な

通
信
シ
ス
テ
ム
へ
の
完
全
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
、

優
れ
た
設
計
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
の
専
門
的

な
運
営
・
管
理
チ
ー
ム
に
よ
る
環
境
監
視
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
さ
れ
ま
す
。 

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
取
締
役
会
副
会
長
兼

工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
環
境
を
考
慮
し
た
取

り
組
み
に
対
す
る
弊
社
の
確
固
と
し
た
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
支
持
し
て
い
ま
す
。「
W
H
A
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ー 

ゲ
ア
ン
の
開
発

に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
弊
社
が
タ
イ
で
運
営
し

て
い
る
11
か
所
の
工
業
団
地
と
同
じ
世
界
水
準

の
環
境
基
準
を
適
用
し
て
い
ま
す
。
包
括
的
で

持
続
可
能
な
工
業
開
発
と
い
う
W
H
A
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
初
期
の
段
階
か
ら
す
べ
て
の
関
係

者
が
関
与
す
る
環
境
保
護
の
取
り
組
み
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
工
業
開
発
と
経
済
成

長
に
お
い
て
環
境
責
任
が
果
た
す
こ
と
の
で
き

る
極
め
て
重
要
な
役
割
を
認
識
し
て
い
ま
す
。」

団
地
内
に
オ
フ
ィ
ス
が
完
成

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー 

ゲ
ア
ン
で
は
先
日
、
新
し
い
事
務
所
が
オ
ー
プ

ン
し
、
日
本
、
中
国
お
よ
び
タ
イ
か
ら
の
最
初

の
入
居
企
業
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。 

　

入
居
企
業
は
ド
ン
・
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
局

（
D
N
E
A
）
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
実
用
的
な

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、
輸
入

税
と
法
人
税
に
関
す
る
特
別
な
投
資
恩
典
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
も
得
ら
れ
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ー 

ゲ

ア
ン
の
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
フ
ェ
ー
ズ
1
の

後
、
さ
ら
に
2
0
2
0
〜
2
0
3
8
年
に
か
け

て
6
つ
の
開
発
フ
ェ
ー
ズ
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
完
成
時
に
は
総
面
積
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
な
る
予
定
で
す
。

力
を
合
わ
せ
て
高
品
質
で
清
潔
な
水
の

供
給
を
通
じ
て
今
日
の
ハ
ノ
イ
の
人
々

の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち

は
近
い
将
来
こ
の
共
同
事
業
を
ベ
ト
ナ

ム
の
他
の
地
域
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。」

　

タ
ニ
ー
・
サ
ン
ラ
ッ
ト
在
ベ
ト
ナ
ム
・

タ
イ
大
使
閣
下
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま

し
た
。「
こ
の
ア
ク
ア
ワ
ン
社
と

W
H
A
U
P
と
の
戦
略
的
協
力
協
定
は

公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
け

る
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
間
の
投
資
協
力
の

新
た
な
章
で
あ
り
、
両
国
の
協
力
関
係

の
新
時
代
に
向
け
た
道
を
開
く
も
の
で

す
。」

　

同
署
名
式
翌
日
の
2
0
1
9
年
9
月

5
日
に
は
ズ
オ
ン
・
リ
バ
ー
水
処
理
工

場
フ
ェ
ー
ズ
1
B
の
商
業
運
転
開
始
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
工
場

に
は
ド
イ
ツ
の
技
術
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
処
理
容
量
が
こ
れ
ま
で
の

5,
5
0
0
万
㎥
/
年
か
ら
1
億

1,
0
0
0
万
㎥
/
年
へ
と
倍
増
し
ま
す
。

ア
ク
ア
ワ
ン
に
つ
い
て

　

ア
ク
ア
ワ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
の
水
処
理

分
野
の
大
手
企
業
と
し
て
2
0
1
5
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
処
理
容

量
は
約
1
億
8,
0
0
0
万
㎥
/
年
で
、

メ
コ
ン
デ
ル
タ
・
リ
バ
ー
、
フ
ー
イ
エ

ン
、
お
よ
び
ハ
ノ
イ
に
工
場
が
あ
り
ま

す
。

第１、第２工場が竣工・稼働
アセアン市場の拠点づくりに

E
E
Z
（
排
他
的
経
済
区
）
が
開
発
さ

れ
、す
で
に
正
式
に
開
業
し
て
い
ま
す
。 

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
今
年
の
前
半
に
同
国

に
と
っ
て
3
か
所
目
と
な
る
新
た
な

S
E
Z
、
チ
ャ
ウ
ピ
ュ
経
済
特
別

区 

ー
K
P
S
E
Z
を
発
表
し
ま
し

た
。
ア
ナ
リ
ス
ト
は
中
国
が
一
帯
一
路

戦
略
に
基
づ
い
て
イ
ン
ド
洋
へ
の
直
接

的
な
ア
ク
セ
ス
を
獲
得
し
、
中
東
お
よ

び
将
来
的
に
は
そ
の
他
の
地
域
へ
と
ビ

ジ
ネ
ス
の
門
戸
を
広
げ
る
た
め
に

K
P
S
E
Z
に
多
大
な
投
資
を
行
う
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

　

S
E
Z
は
通
常
の
経
済
区
よ
り
有
利

な
恩
典
が
付
与
さ
れ
る
た
め
、
投
資
、

税
制
、
労
働
力
お
よ
び
技
術
開
発
に
関

す
る
規
制
の
柔
軟
性
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
も
大
規
模
な
投
資

を
引
き
付
け
る
た
め
に
S
E
Z
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
世
界
水
準
の
経
済
区
と

し
て
開
発
さ
れ
た
タ
イ
の
東
部
経
済
回

廊（
E
E
C
）は
ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー

と
12
種
類
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
産
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
態
勢
が
完
全
に
整
っ
て
い

ま
す
。
A
S
E
A
N
の
物
流
ハ
ブ
と
い

う
戦
略
的
な
立
地
に
恵
ま
れ
た
E
E
C

は
接
続
性
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
が
整
備
さ
れ
、
地
域
内
の
周
辺

諸
国
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
に
発
表
さ
れ
た
E
E
C

の
た
め
の
東
部
特
別
開
発
区
法
は

S
E
Z
の
「
地
域
ベ
ー
ス
の
開
発
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
用
い
て
お
り
、
特

区
拡
大
に
欠
か
せ
な
い
成
功
要
因
で

す
。
こ
の
新
法
は
経
済
特
別
区
に
よ
っ

て
経
済
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
、
革
新
的
な
技
術
、
規
制
、
社

会
お
よ
び
人
的
資
源
の
向
上
を
確
実
に

促
進
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
次
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
は
あ
ら

ゆ
る
部
門
の
支
援
を
得
て
E
E
C
を
効

果
的
な
モ
デ
ル
に
創
り
上
げ
、
持
続
可

能
な
成
功
を
他
の
地
域
に
も
広
げ
る
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
に
は
先
日
発
表
さ
れ
た
10
県
の

S
E
Z
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。  

大
き

な
可
能
性
を
持
つ
こ
れ
ら
の
経
済
区
は

「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
政
策
に
即
し

て
タ
イ
の
経
済
、
技
術
お
よ
び
人
材
の

開
発
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
の

競
争
力
を
高
め
て
持
続
可
能
な
成
長
を

生
み
出
す
た
め
に
「
中
所
得
国
の
罠
」

の
回
避
を
目
指
し
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
2
月
に
開
発
が
開
始
さ
れ
た
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

ー
ゲ
ア
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
中
央
北
部
に
位
置
し
、
地

理
的
な
立
地
条
件
、
整
っ
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
環
境
保
護
お
よ
び
特
別
な
投
資
恩
典
に
関
し
て
多
く
の
魅
力
的
な
メ
リ
ッ
ト

を
投
資
家
に
提
供
し
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
世
界
水
準
の
工
業
施
設
の
企
画
・
開
発
分
野
に
お
い
て

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
タ
イ
で
培
っ
た
30
年
以
上
に
わ
た
る
経
験
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ン
コ
ク 

ー
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・

ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
は

4
・
8
8
M
W
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
駐
車
場
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
株

式
会
社
が
所
有
す
る
M
G
ブ
ラ
ン
ド
の
自
動
車
製

造
工
場
の
駐
車
場
を
利
用
す
る
も
の
で
、
総
面
積

は
3
万
1,
0
0
0
㎡
に
及
び
ま
す
。　
　
　

 　

　

2
0
2
0
年
第
1
四
半
期
中
に
完
成
す
る
見
込

み
で
、
タ
イ
最
大
規
模
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
駐
車
場

と
な
り
ま
す
。
発
電
に
よ
る
平
均
年
間
収
益
は

2
0
年
間
の
契
約
期
間
全
体
を
通
じ
て
2,
0
0
0

万
バ
ー
ツ
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
社
の
ウ
ィ

サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者

（
C
E
O
）
は
W
H
A
U
P
の
今
年
度
の
目
標
発
電

量
を
当
初
の
15
メ
ガ
ワ
ッ
ト
か
ら
25
メ
ガ
ワ
ッ
ト

に
上
方
修
正
し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
最
近
の
顧
客

は
コ
ス
ト
削
減
に
役
立
ち
電
力
の
節
約
に
つ
な

が
っ
て
環
境
を
保
護
す
る
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
ま
で
に
合
計
1
0
0
M
W
の
屋
上

ソ
ー
ラ
ー
発
電
投
資
を
行
う
と
い
う
同
社
の
5
年

間
の
目
標
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
維
持
さ
れ
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・

パ
ワ
ー
株
式
会
社（
W
H
A
U
P
）の
ウ
ィ
サ
ー
ト
・

チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者
（
C
E
O
）
は

同
社
が
2
0
1
9
年
第
2
四
半
期
に
S
A
I
C

モ
ー
タ
ー
C
P
株
式
会
社
と
の

間
で
同
社
M
G
ブ
ラ
ン
ド
の
自

動
車
工
場
の
駐
車
場
に
ソ
ー

ラ
ー
発
電
施
設
を
設
置
す
る
契

約
を
締
結
し
た
と
述
べ
ま
し

た
。
新
た
に
設
置
さ
れ
る
屋
根

構
造
は
合
計
面
積
が
3
万

1,
0
0
0
㎡
で
、
屋
根
の
下
に

約
2,
0
0
0
台
の
自
動
車
を
駐

車
で
き
ま
す
。
合
計
発
電
量
は

4
・
8
8
M
W
で
、
発
電
し
た

電
力
は
工
場
で
消
費
さ
れ
ま

す
。
同
工
場
と
ソ
ー
ラ
ー
発
電

駐
車
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
用
地
は

W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー

ボ
ー
ド
工
業
団
地
2
（
W
H
A 

E
S
I
E 

2
）
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

2
0
2
0
年
第
1
四
半
期
中
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
同
社
は
20
年
間
の
契
約

期
間
全
体
を
通
じ
て
平
均

2,
0
0
0
万
バ
ー
ツ
の
年
間
収

益
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

ウ
ィ
サ
ー
ト
C
E
O
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

W
H
A
U
P
は
駐
車
場
の
構
造
物
と
ソ
ー
ラ
ー
発

電
シ
ス
テ
ム
の
投
資
と
施
設
設
備
の
設
置
を
子
会

社
で
あ
る
W
H
A
S
L
に
担
当
さ
せ
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
約
1
億
7,
5
0
0
万
バ
ー
ツ

の
投
資
予
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
W
H
A
S
L

の
完
全
に
統
合
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
許
認
可
の
取

得
、
設
計
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
建
設
と
設
置

作
業
の
ほ
か
、
契
約
期
間
全
体
に
わ
た
る
運
営
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
プ
ロ
セ

ス
全
体
を
網
羅
し
ま
す
。
お
客
様
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
工
業

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き

た
長
年
の
経
験
を
有
す
る
当
社

の
作
業
チ
ー
ム
の
専
門
知
識
と

プ
ロ
意
識
を
信
頼
し
て
お
任
せ

い
た
だ
け
ま
す
。
当
社
の
ソ
ー

ラ
ー
屋
上
発
電
サ
ー
ビ
ス
は
お

客
様
の
電
力
コ
ス
ト
節
約
だ
け

で
な
く
、
環
境
保
護
目
標
の
達

成
に
も
役
立
ち
ま
す
。」

　

W
H
A
U
P
の
C
E
O
は

W
H
A
工
業
団
地
の
内
部
と
外

部
双
方
の
多
数
の
顧
客
が
ソ
ー

ラ
ー
屋
上
発
電
に
関
心
を
示
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
2
0
1
9
年
に
お
け
る

ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発
電
は
最
初
の

年
間
収
益
が
2,
0
0
0
万
バ
ー
ツ
増
加
し
、 

    

2
0
1
9
年
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
目
標
量
が
25
M
W
に
達
す
る
見
込
み 

　WHA ユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）とアクアワ
ン株式会社（アクアワン）は先日タニー・サンラット在ベトナム・タイ大使閣下（右
から 5人目）のご臨席を賜り「戦略的協力協定」の締結署名式を開催しました。
同協定はベトナムで水道インフラストラクチャーを開発するために長期的な協
力関係を構築するもので、WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社
のジャリーポーン・ジャルコーンサクン取締役会会長（中央右側）とアクアワ
ン社のド・ティ・キム・リエン取締役会会長（中央左側）が署名を行いました。

半
年
間
で
す
で
に
年
間
開
発
目
標
の
15
M
W
を
上

回
り
ま
し
た
。
W
H
A
U
P
は
今
年
の
目
標
値
を

25
M
W
に
上
方
修
正
す
る
予
定
で
す
。
年
初
以
来

す
で
に
設
置
さ
れ
て
商
業
運
転
を
開
始
し
た
10

M
W
以
上
を
含
め
る
と
、W
H
A
U
P
の
ソ
ー
ラ
ー

屋
上
発
電
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
合
計
35
M
W
に
達

し
ま
す
。
従
っ
て
、
2
0
2
2
年
ま
で
に

1
0
0
M
W
の
投
資
を
行
う
と
い
う
5
ヶ
年
計
画

は
達
成
へ
の
道
を
着
実
に
歩
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。

　

同
社
は
現
在
20
・
3
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
設
置
作
業

を
進
め
て
お
り
、
2
0
1
9
年
第
3
四
半
期
か
ら

2
0
2
0
年
第
1
四
半
期
の
間
に
商
業
運
転
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
現
時
点
で
7
・
1
メ
ガ
ワ
ッ

ト
が
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
コ

ス
ト
削
減
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
保
護
に
関
心

を
持
つ
工
業
団
地
入
居
企
業
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
W
H
A
U
P
の
能
力
を
示
す
も
の
で
す
。　
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1

WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

先日開催された「エコ・イノベーション・フォーラム
2019」で WHA 工業団地 4 か所がエコチャンピオン部
門で「エコ・インダストリアル・タウン・アワード」を受
賞しました。同フォーラムはタイ工業団地公社、工場局、
タイ工業連盟および持続可能性のための水・環境研究所
（Wa t e r  a n d  E n v i r o n m e n t  I n s t i t u t e  f o r  
Sustainability）が共同で開催したものです。受賞した
のは WHA イースタン・シーボード工業団地 1（WHA 
ESIE 1）、WHA チョンブリ工業団地 1（WHA CIE 1）、
WHA イースタン工業団地（マプタプット）（WHA EIE）
およびイースタン・シーボード工業団地（ESIE）で、こ
れらの工業団地はスマートで持続可能なインダストリアル・タウンのコンセプトに即して持続可能性を促進する意識の
高い事業運営における卓越した取り組みが認められました。

OSSと内務次官事務所の代表団がWHAグループを訪問OSSと内務次官事務所の代表団がWHAグループを訪問

ワン・スタート・ワン・ストップ・インベストメント・センター（OSS）
と内務次官事務所の代表団が先日WHAイースタン・シーボード
工業団地1（WHA ESIE 1）とイースタン・シーボード工業団地（ラ
ヨーン）（ESIE）を訪れ、WHAコーポレーションのシヤパス・チャン
タチャイロート法人マーケティング部長（中列右から6人目）をは
じめとするWHAグループ幹部による歓迎を受けました。一行は外
国人投資家向けの投資関連情報と効率的なサービスを的確に提
供するために、WHAの国際的な基準に基づいた運営とサービス
を視察しました。併せてEECにあるタイの自動車産業クラスター
の見学も行いました。

CIMBのビジネスリサーチ担当者がWHAイースタン・シーボード工業団地1と
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）（ESIE）を訪問
CIMBのビジネスリサーチ担当者がWHAイースタン・シーボード工業団地1と
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）（ESIE）を訪問

CIMBタイのビジネスリサーチ担当者一行が先日ラヨーンを訪れ、WHAイ
ースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE1）とイースタン・シーボード
工業団地（ラヨーン）（ESIE）を見学しました。一行はWHAコーポレーショ
ンのシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング部長（左から3人
目）による歓迎を受けました。同部長は訪問者が現在取り組んでいる東部
経済回廊（EEC）の工業団地に関するリサーチに即して、すべての入居企業
に提供されている世界水準の施設と技術的に進んだインフラストラクチャ
ーに関する情報提供を行いました。

WHAグループとBOIが第165回マーケットプレイス・プログラムを共催
国内サプライヤーの育成が目的
WHAグループとBOIが第165回マーケットプレイス・プログラムを共催
国内サプライヤーの育成が目的

WHAグループとタイ国投資委員会（BOI）は先日タイ下請事
業者振興協会（Tha i Subcontractors Promot ion 
Association）と協力し、チョンブリ県のパッタナ・ゴルフクラ
ブ＆リゾートにおいて「Vendors Meet Customers to 
WHA Industrial Estates」（WHA工業団地入居企業とベ
ンダーの交流会）の今年度版を開催しました。この催しは製
造業者と国内サプライヤーが互いに交流してビジネスチャン
スを見つける機会を提供することを目的としたもので、BOIの
プンロップ・プンシリ産業連携推進部長（左から7人目）が推
進役を務めました。この特別なイベントには200名以上が参加し、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロ
ート法人マーケティング部長（左から6人目）が開会の挨拶を行いました。その後、ジェントス、ボッシュ、サイアム・コンプレッサー・
インダストリー、リナックなど製造分野の大手企業における最新のトレンドの紹介が行われました。

ジェトロバンコクの代表団がWHA工業団地を訪問ジェトロバンコクの代表団がWHA工業団地を訪問

日本貿易振興機構（ジェトロ）の代表団が先日WHAイース
タン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）とイースタン・
シーボード工業団地（ラヨーン）を訪れました。ジェトロ・バ
ンコク事務所の竹谷厚所長（前列中央）に率いられた同代
表団はEECの工業団地の開発状況について調査すると共
に入居する企業の視察を目的として来訪しました。一行は
WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のラッ
ダ・ロジャナウィライウッド副社長（前列右から3人目）によ
る歓迎を受け、投資家に提供されている最先端の施設とイ
ンフラサービスの総合的な見学を行いました。

カセサート大学の学生がタイの自動車産業クラスター、
WHAイースタン・シーボード工業団地を訪問
カセサート大学の学生がタイの自動車産業クラスター、
WHAイースタン・シーボード工業団地を訪問

カセサート大学（シラチャ・キャンパス）経営科学学部で
管理会計を専攻している学生一行が先日WHAグループ
を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・
チャンタチャイロート法人マーケティング部長による温か
い歓迎を受けました。一行は東部経済回廊における実世
界の工業団地開発に関する知識を深めるためにラヨーン
県にあるWHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA 
ESIE 1）とイースタン・シーボード工業団地（ESIE）を訪
れ、世界水準の施設の詳細な見学を行いました。

G
R
O
U
N
D
、
日
タ
イ
政
府
が
推
進
す
る

　
　
　『O

pen Innovation C
olum

bus

』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て

CSRIndustrial Development

　

日

本

の

LogiTech®
※

１
を
リ
ー
ド
す

る
G
R
O
U
N
D

株
式
会
社
（
本
社
：

東
京
都
江
東
区
、

代

表

取

締

役 

C
E
O
：
宮
田 

啓

友

、

以

下

「
G
R
O
U
N
D
」）

は
、
2
0
1
9
年

11
月
2
日
（
土
） 

、

タ
イ
王
国
（
以
下
、

タ
イ
）
で
物
流
施

設
や
工
業
団
地
お

よ
び
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

な
ど
を
開
発
・
展

開
す
る
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

W
H
A 

コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
P
C
L
（
本

社
：
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
、
会
長

兼
C
E
O
：
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ー

ル
コ
ン
サ
ク
ン
、
以
下
、「
W
H
A
」）

と
タ
イ
国
内
に
お
け
る
次
世
代
物
流
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
共
同
研
究
・

開
発
に
つ
い
て
基
本
合
意
契
約
（
以
下
、

M
O
U
）
を
締
結
し
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

本
契
約
は
、
内
閣
官
房
日
本
経
済
再

生
本
部
下
に
設
置
さ
れ
た
未
来
投
資
会

議
に
お
い
て
安
倍
首
相
が
示
し
た
新
興

国
企
業
と
の
連
携
の
方
向
性
を
背
景
に
、

タ
イ
の
国
家
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
タ

イ
ラ
ン
ド
４
・
０
に
基
づ
き
、
タ
イ
の

産
業
高
度
化
や
東
部
経
済
回
廊

（
E
E
C
）
開
発
お
よ
び
日
タ
イ
間
の
経

済
協
力
を
深
化
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『O
pen Innovation C

olum
bus

』

の
一
環
と
な
り
ま
す
。

　

在
タ
イ
日
本
大
使
館
で
開
催
さ
れ
た

署
名
・
調
印
式
に
は
、
G
R
O
U
N
D

WHA工業団地4か所が
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを受賞
WHA工業団地4か所が
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを受賞

WHA インダストリアル・ディベロップメント社は先日タイ
工業団地公社（IEAT）の協力のもとに地域社会のために
より多くの緑地を設けることを目的としてラヨーン県ワッ
ト・シ・プム・ポーで植林活動を実施しました。この活動
は ESIE（ラヨーン）のスワット・キッソポン上級現場管
理者（左から 4 人目）とキッティワット・トリーチャルー
ンソムブーン IEAT 東部臨海地域（ラヨーン）事務所長（右
から 3 人目）が指揮し、持続可能な緑地の維持と環境保
護の認識向上を目指して WHA のお客様、地方自治体の
職員、地域住民が一致協力して行ったものです。

WHAインダストリアル・ディベロップメント社が植林活動を実施
環境に優しい地域社会の構築を目指して
WHAインダストリアル・ディベロップメント社が植林活動を実施
環境に優しい地域社会の構築を目指して

を
は
じ
め
日
本
企
業
６
社
、
タ
イ
企
業

６
社
が
参
加
し
、
経
済
産
業
省
牧
原 

秀
樹
副
大
臣
、
タ
イ
の
ソ
ム
キ
ッ
ト
副

首
相
、
各
社
の
M
O
U
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

〈
G
R
O
U
N
D
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

C
E
O 

宮
田 

啓
友
の
コ
メ
ン
ト
〉

　

W
H
A
社
と
共
に
東
南
ア
ジ
ア
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
拠
点
と
し
て
注
目
を

集
め
る
タ
イ
の
E
C
・
物
流
改
革
に
携

わ
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
両
社
の
強
み
を
生
か
し
、

G
R
O
U
N
D
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
提
唱
・

推
進
す
る
次
世
代
物
流
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
『In

tellig
en
t (

イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト) L

ogistics (

ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス)®

※
1

』
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

〈
W
H
A 

会
長
兼
C
E
O
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ー
ル
コ
ン
サ
ク
ン
氏
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
〉

　

こ
の
度
G
R
O
U
N
D
と
M
O
U
を

締
結
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
G
R
O
U
N
D
が
有

　スーパーエンプラ製品を製造するクラレ GC アドバンスト・マテリアルズ社とクラライ・アドバンスト・ケミ
カルズ（タイランド）社は先日 WHA イースタン工業団地（マプタプット）で新工場の起工式を開催しました。
タイの東部経済回廊（EEC）という理想的な立地に恵まれた新工場は同社の生産能力を最適化し、自動車、エレ
クトロニクスおよび電化製品業界で継続的に拡大している需要を満たします。

タ
イ
Ｗ
Ｈ
Ａ
社
と
次
世
代
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
へ

　WHA 工業団地ラヨーン（WHA RIL）は先日「デジタル・タイランド・ビッグバン 2019」での表彰式
で「New City」部門の「スマート工業団地証明書」を受領しました。表彰式では WHA コーポレーション
株式会社のジャリーポーン・ジャルコーンサクン会長兼グループ CEO が同社を代表して証明書の授与を
受けました。これはスマート工業団地（スマート IE）の開発に尽力したことがデジタル経済振興庁のスマー
トシティ・タイランド室によって認められたものです。この認証制度はタイ政府の「タイランド 4.0」政策
に即し、技術とイノベーションを利用して持続可能な都市管理を支援することを目的としています。

す
る
素
晴
ら
し
いLogiT

ech®
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
タ
イ
の
物
流
現
場
で

課
題
を
抱
え
る
お
客
様
へ
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
と
て
も
待
ち
遠
し

い
で
す
。

１.  

M
O
U
の
背
景

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
に
伴
い
、E

コ
マ
ー
ス
（
以
下
、Ｅ
C
）
が
社
会
イ
ン

フ
ラ
へ
と
成
長
す
る
一
方
で
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
や
多
様
化
、

配
送
短
期
化
、
人
件
費
や
運
送
費
の
高

騰
な
ど
、
E
C
・
物
流
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
で
は
自
動
車
産
業
の
集
積
を
背

景
と
し
た
部
品
の
調
達
・
製
造
物
流
が

引
き
続
き
拡
大
傾
向
に
あ
る
一
方
、

E
C
の
急
速
な
拡
大
に
対
応
す
る
小
口

物
流
拠
点
・
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
が
求
め

ら
れ
、
タ
イ
政
府
は
E
E
C
開
発
の
主

要
な
柱
と
し
て
物
流
結
節
点
の
拡
充
や

そ
れ
ら
を
結
ぶ
物
流
網
の
整
備
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
E
E
C
地

域
を
中
心
に
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

飛
躍
的
に
加
速
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

２.  

M
O
U
の
目
的

　

G
R
O
U
N
D
は
2
0
1
5
年
の
設

立
以
来
、
物
流
業
界
に
お
け
る
新
し
い

価
値
創
出
と
、
A
I
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

等
の
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
誰
も
が
利
用
で
き

る
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

『Intelligent (

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト) 

L
og
istics (

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス)®

※

１
』
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

E
C
の
急
成
長
を
受
け
、
そ
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
心
を
タ
イ
に
構
築
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
物
流
事
業
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

本
M
O
U
で
は
、
両
社
の
技
術
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
タ
イ
国
内
に
お
け

る
次
世
代
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構

築
の
共
同
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

将
来
的
な
協
力
体
制
を
協
議
し
、
タ
イ

国
内
の
物
流
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争

力
を
高
め
、
物
流
改
革
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

３.  

M
O
U
の
内
容

⑴ 

タ
イ
に
お
け
る
次
世
代
物
流
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
共
同
研
究
・
共
同

開
発

⑵ 

G
R
O
U
N
D
が
有
す
る

LogiT
ech®

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
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提
供

-

倉
庫
内
最
適
化
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、ロ
ボ
ッ

ト
な
ど

⑶ 

G
R
O
U
N
D
が
有
す
る
物
流
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
知

見
の
提
供

⑷ 

W
H
A
が
有
す
る
物
流
施
設
お
よ
び

共
同
研
究
に
利
用
で
き
る
施
設
の
提
供

⑸ 

W
H
A
が
有
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
提
供

⑹ 
タ
イ
の
物
流
・
E
C
改
革
に
向
け
た

協
力
・
支
援
体
制
構
築
に
向
け
た
協
議

　

両
社
は
、
E
C
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
拡
大
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解

決
に
資
す
る
複
合
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
拡
充
と
開
発
に
向
け
た
協
力
・
支

援
体
制
を
構
築
し
、
共
に
タ
イ
の
物
流

改
革
に
貢
献
し
ま
す
。

※

１
：「L

og
iT
ech

®

」
お

よ

び

「In
tellig

en
t L
og
istics®

」
は
、

G
R
O
U
N
D
株
式
会
社
の
登
録
商
標
ま
た

は
商
標
で
す
。

WHA グループは先日、毎年恒例のアートキャンプ・トリッ
プを開催しました。この活動は WHA コーポレーション株
式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティン
グ部長の主導によるもので、EEC にある WHA 工業団地
周辺の9カ所の学校から40名以上の生徒が参加しました。
インスパイア・サイト社の美術講師の協力により、生徒た
ちの芸術的才能を引き出す実践的なスケッチのレッスンな
どが盛り込まれた内容豊富なプログラムが実施されまし
た。このトリップは 3 日間の日程で開催され、地方の文化
と環境を保護する上での役割について生徒たちの意識を高めることを目的とし、ワット・カオ・タベーックとノン・コー貯水
池の訪問およびWHAチョンブリ工業団地 2（WHA CIE 2）の曝気ラグーンの見学も行われました。

WHAグループが第7回アートキャンプ・トリップを開催 
美術を通じて環境意識を啓発
WHAグループが第7回アートキャンプ・トリップを開催 
美術を通じて環境意識を啓発

　

タ
イ
国
内
に
4
か
所
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
擁
す
る
W
H
A
デ
ジ
タ

ル
は
障
害
回
復
サ
イ
ト
（
D
R
サ
イ
ト
）
や
デ
ー
タ
ス
ト
レ
ー
ジ
な
ど

の
新
た
な
「Infrastructure as a S

ervice

」（
I
a
a
S
）
機
能

を
提
供
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
性
を
顧
客
に
も
た
ら
し
ま
す
。 

　

バ
ン
コ
ク
、
2
0
1
9
年
9
月
23
日 

ー 

タ
イ
に
お
け
る
完
全
に
統
合

さ
れ
た
物
流
、
工
業
団
地
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
と
電
力
お
よ
び

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
企
業
で
あ
る
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
子
会
社
、
W
H
A
イ
ン
フ
ォ
ナ
イ
ト
株
式
会
社
を
通
じ
、

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
I
T
お
よ
び
デ
ー
タ
関
連

の
顧
客
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応
え
る
た
め
に
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
強

化
し
ま
し
た
。
同
社
は
新
た
な
I
a
a
S
機
能
の
一
部
と
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
お
よ
び
障
害
回
復
サ
イ
ト
（
D
R
サ
イ
ト
）
と
デ
ー
タ
ス
ト
レ
ー

ジ
の
活
用
を
顧
客
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
か
ら
専
門
の
事
業
部
門
と
な
っ
た
W
H
A
ク
ラ
ウ
ド
・

サ
ー
ビ
シ
ズ
で
は
柔
軟
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
双
方
の
マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド
お
よ
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
様
々
な
業
界
で
20

社
を
超
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
顧
客
が
同
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
シ
ズ
は
タ
イ
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
4
か

所
設
け
て
お
り
、
年
中
無
休
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
で

き
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
フ
ォ
ナ
イ
ト
社
の
ク
ラ
イ
ト
・
オ
ン
チ
ャ
イ
サ
ッ
ク
最

高
経
営
責
任
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
当
社
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
主
要
目
的
の
1
つ
は
顧
客
の
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
継
続
性
を

確
保
す
る
こ
と
で
す
。
統
計
に
よ
る
と
、
自
然
災
害
、
人
為
的
な
ミ
ス
、

停
電
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
故
障
な
ど
原
因
の
如
何
を
問
わ
ず
10
日
間
に

わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を

喪
失
し
た
企
業
の

93
％
は
1
年
以
内
に

破
産
し
て
い
ま
す
。
障
害
に
見
舞
わ
れ
た
企
業
の
43
％
は
事
業
を
再
開

で
き
ず
、29
％
は
2
年
以
内
に
廃
業
し
て
い
ま
す
。
当
社
の
『
ク
ラ
ウ
ド
・

サ
ー
ビ
シ
ズ
』
部
門
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
先
を
見

越
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
す
る
た
め
、
お
客
様
は
事
業
運
営
を
継
続

で
き
ま
す
。」

　

W
H
A
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
シ
ズ
事
業
部
門
は
F
T
T
x
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
よ
る
高
速
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
高
く
、
レ
イ
テ
ン

シ
ー
の
低
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
W
H
A
工
業
団
地
の
入
居
企
業

と
外
部
の
企
業
双
方
を
顧
客
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
当
社
の
サ
ー
ビ
ス

を
現
在
利
用
し
て
い
る
企
業
、
ま
た
は
関
心
を
持
つ
企
業
は
小
売
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア
、
金
融
分
野
の
企
業
で
す
。
国
際
的
な
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
比
較
し
て
W
H
A
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
シ
ズ
が
持
つ
利
点
は
デ
ー

タ
転
送
が
高
速
で
あ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
タ
イ
国
内
に
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
を
置
い
て
い
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
W
H
A
は
F
T
T
x
、
機
器
レ
ン
タ
ル
、
I
T
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
、
ビ
デ
オ
管
理
サ
ー
ビ
ス
（
V
M
S
）、
I
P
-
P
B
X
技
術
を

用
い
た
電
話
通
信
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
電
子
メ
ー
ル
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
ス
ト
レ
ー
ジ
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
、
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ

ム
な
ど
様
々
な
管
理
サ
ー
ビ
ス
と
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
物
流
・

工
業
分
野
の
顧
客
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
顧
客
は
固
有
の
要
件
に
応
じ

て
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ペ
イ
・
パ
ー
・
ユ
ー
ス

方
式
で
選
択
で
き
ま
す
。

　

W
H
A
で
は
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
年
中
無
休
で

確
実
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

管
理
の
訓
練
を
受
け
た
専
門
家
か
ら
成
る
専
任
の
チ
ー
ム
を
設
け
て
い

ま
す
。

（左より）ナタポル・ルンシットポン工業振興局長、ソムキット副首相、WHA会長兼CEOジャリーポー
ン・ジャールコンサクン氏、GROUND 代表取締役 CEO 宮田啓友氏、槇原秀樹経済産業副大臣、佐渡
島志郎タイ国日本大使館大使

クラレGCアドバンスト・マテリアルズ社と
クラライ・アドバンスト・ケミカルズ（タイランド）社が
WHAイースタン工業団地（マプタプット）で起工式を開催

クラレGCアドバンスト・マテリアルズ社と
クラライ・アドバンスト・ケミカルズ（タイランド）社が
WHAイースタン工業団地（マプタプット）で起工式を開催

　苛性ソーダ等の基礎化学品や瞬間接着剤アロンアルファ等の機能化学品を製造する東亞合成のタイ現地法人で
ある TOAGOSEI (THAILAND) は、10 月に東部経済回廊（EEC）の工場にてエラストマーコンパウンド工場の
開所式を開催しました。同社工場は、WHA イースタン・シーボード工業団地 2（WHA ESIE 2）に位置します。
2018 年 8 月操業開始のポリマー工場に続き、今回が二期工場の操業開始となり、この地域で増大し続ける需要を
満たすことが可能になります。

Toagosei (Thailand) 社が
WHA イースタン・シーボード工業団地 2 で

第 2 工場の開所式を開催

Toagosei (Thailand) 社が
WHA イースタン・シーボード工業団地 2 で

第 2 工場の開所式を開催

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
強
化

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
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